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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２７年１０月８日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突（防波堤） 

発生日時 平成２７年５月１２日 ０３時１５分ごろ 

発生場所 島根県浜田市浜田港 

 浜田港沖防波堤灯台から真方位１８０°６０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°５３.５３′ 東経１３２°０２.６３′） 

事故調査の経過  平成２７年５月１８日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第十二あけぼの丸、７５トン 

 １２９６４２、株式会社浜田あけぼの水産 

 ２７.０５ｍ（Lr）×５.６５ｍ×２.４０ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、５１１kＷ、昭和６３年７月２２日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ４７歳 

 五級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日 平成１７年８月２３日 

  免 状 交 付 年 月 日 平成２２年７月１日 

  免状有効期間満了日 平成２７年８月２２日 

 死傷者等 なし 

 損傷 本船 船首部に凹損 

防波堤 擦過傷 

 事故の経過  本船は、船長ほか９人が乗り組み、浜田港西方沖での操業を終え、

船長が単独で操船に当たり、自動操舵により真方位約１００°の針

路、約８ノット（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）で、浜田港に

向けて航行した。 

 船長は、操業の後片付けが終了したので、速力を約１０kn に増速

し、操船を甲板員と交替して約２時間の仮眠をとったのち、眠気が残

っていたものの、入港まで約３０分なので我慢できるだろうと思い、

再び単独で操船に当たった。 

本船は、船長が、操舵室左舷側に置かれた椅子に腰を掛けた状態で

見張りをしながら操船に当たっていたところ、いつしか記憶がなくな

り、浜田市小伊勢
こ い せ

島南西方の変針予定場所を通過し、平成２７年５月

１２日０３時１５分ごろ浜田港沖防波堤灯台が設置された沖防波堤
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（以下「本件沖防波堤」という。）に衝突した。 

本船は、船長が、船体の衝撃で目を覚まし、本件沖防波堤に衝突し

たことに気付き、機関を中立運転とし、浸水の有無等を調べた後、浜

田港に入港した。 

（付図１ 事故発生経過概略図、写真１ 本船の損傷状況、写真２  

本件沖防波堤の損傷状況 参照） 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南西、風力 ３、視界 良好 

海象：波高 約１ｍ 

 その他の事項  船長は、６日間の操業中、昼間には操船に当たり、夜間には細切れ

に計約５時間の睡眠であったので、疲労を感じていた。 

船長は、浜田市高瀬グリ（浅所）の南方を通過した辺りまで覚えて

いた。 

船長は、日頃、眠気を催した際、窓を開けて外気に当たるなどして

眠気を覚ましていたが、本事故当時は、入港まで約３０分なので我慢

できるだろうと思って窓を閉めていた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

本船は、浜田港西方沖を自動操舵により東進中、船長が、眠気を催

していたものの、入港まで約３０分なので我慢できるだろうと思い、

単独で当直を続け、居眠りに陥ったことから、変針予定場所を通過

し、本件沖防波堤に衝突したものと考えられる。 

船長は、疲労を感じていたこと、及び椅子に腰を掛けた姿勢で見張

りをしていたことから、覚醒水準が低下して居眠りに陥ったものと考

えられる。 

原因 本事故は、夜間、浜田港西方沖において、本船が、自動操舵により

東進中、船長が、眠気を催していたものの、入港まで約３０分なので

我慢できるだろうと思い、単独で当直を続け、居眠りに陥ったため、

変針予定場所を通過し、本件沖防波堤に衝突したことにより発生した

ものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・操船者は、眠気を催した際、外気に当たるなどして眠気を覚ます

か、又は、他の乗組員と操船を交替するなどして、操船中の居眠

り防止を図ること。 



- 3 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事
故
発
生
場
所
 

（
平
成
２
７

年
５
月

１
２
日

 
０
３

時
１

５
分

ご
ろ

発
生
）
 

付
図
１
 
事
故
発
生
経
過
概
略
図
 

本
船
 変

針
予
定
場
所
 

小
伊
勢
島
 

島
根
県
浜
田
市
 

高
瀬
グ
リ
 

浜
田
港
 

本
件
沖
防
波
堤
 



- 4 - 

写真１ 本船の損傷状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 本件沖防波堤の損傷状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

損傷箇所（上部のブルワーク部を切り取った状態） 

損傷箇所 


